
3次元データを活用した河川管理

河川管理で
必要な行為

従来の管理
点群測量を基本とした

今後の河川管理

調査

定期縦横断測量 200mピッチで河川測量を実施 点群測量を実施 ⇐
垂直写真 空中写真測量を実施

点群測量を実施（同時にオルソ画像を
取得） ⇐

植生に関する現地調査 現地調査を実施
現地調査を実施（樹高確認・範囲設定
で点群測量を活用）

計画

横断図作成
200mピッチの定期縦横断測量成果を利
用

点群測量を利用（検討に必要な断面を
任意に抽出が可能） ⇐

流下能力評価
200mピッチの定期縦横断測量成果を利
用（不等流計算等での活用が可能）

点群測量を利用（不等流・平面２次元・３
次元計算等での活用が可能）

河道管理基本シートの作成
200mピッチの定期縦横断測量成果を利
用

点群測量を利用（200mピッチの他、深
掘れが発生している断面を抽出して作
成が可能） ⇐

整備計画のフォローアップ 前回評価時の横断図等と比較して評価 点群測量の二時期の差分で評価 ⇐

管理

維持管理計画・樹木伐採計画の見直し 目視等による評価に基づき実施
点群測量の二時期の差分で評価に基
づき実施 ⇐

モニタリング 目視等による評価に基づき実施
点群測量の二時期の差分で評価に基
づき実施（重点箇所はドローン等で実
施） ⇐

 今後の維持管理の水準を効率的に維持するため、技術的な知見の蓄積を図る必要がある。
 ３次元点群データを活用することで、作業の効率化・定量的なデータの蓄積や評価が可能になる。

資料４

その他測量データ

• ICT土工データ
• UAV測量 等
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3次元データを活用した河川管理（日常管理・検索性）

測量データ
・オリジナルデータ
・グラウンドデータ
・オルソ画像

加工データ
・メッシュデータ
・横断図
・縦断図

測量データ
・３次元点群データ

・・・・・・

測量データ
・３次元点群データ

・・・・・・

ICT土工データ

LP、ALB点群測量

MMS点群測量
i-Construction

UAV点群測量

業務成果等

最新河道データ
・メッシュデータ
・オルソ画像
・属性情報

・さまざまな取得年次、点群密度のデータが混在。
・データを蓄積・活用するためのデータ管理の
ルールづくりが必要。

データ管理ルールのポイント

①日常管理
日常的な用途にも対応出来るよう、使いやすい形に整理

②検索性
詳細検討するために必要なデータの有無等の検索性向上

③保管方法
オリジナルデータも含めて、確実にデータを保管する仕組み

二次加工
・メッシュデータの概略化
・データ属性付与（取得年次等）

※内容は検討中。
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定期縦横断測量データ
（二次加工済み）

二次加工データ
（低密度）

①日常管理

オリジナルデータ等抽出
コンサル等に貸与
各種詳細検討等で使用

 最新の河道状況を、低密度3次元
データで管理（３D管内図）

 横断図作成（工事発注図等）
 ３Dプレゼン資料作成 等

②検索性

 検索性が向上されるよ
うに、点群に必要な属
性を付与

 キロ標、構造物等の情
報も付与すれば、利便
性が更に向上

測量日：●年●月
業務名：○○○○業務

他

測量日：●年●月
業務名：○○○○業務

他

 日常的な管理に３次元点群データを活用し、効率化を図る。
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加工データ
（高密度）

軽量化

例えば、
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3次元データを活用した河川管理（保管方法）

国土地理院

 

RMDIS
Webｼｽﾃﾑ
(〇〇地整)

RMDIS
Webｼｽﾃﾑ
(〇〇地整)

・・・

DB DB
(〇〇地整)

DB
(〇〇地整)

・・・

F/Wクラウドデータセンター

AP

地方整備局
事務所
出張所

職員
PC

職員
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

河川現場

管理者用
システム

（セキュリティ
設定、端末
管理、サー
バの稼働状
況やログを

監視）

オンライン化
現場からも携帯電話回線を
用いてリモートアクセス

インターネット

 

  

RMDIS
Webｼｽﾃﾑ
(〇〇地整)

DB
(〇〇地整)

 

委託業者

委託業者
PC

 

委託業者
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ   

 

RMDISｱﾌﾟﾘ RMDISｱﾌﾟﾘ

     は委託業者で用意
職員タブレットと同等のセキュリティを確保することを
要件として、登録制により特定の端末のみ、クラウド
データセンターのサーバへの接続を許可する

ブラウザ ブラウザ

測量データ
・オリジナルデータ
・グラウンドデータ
・オルソ画像

加工データ
・メッシュデータ
・横断図
・縦断図
・二次加工データ

測量データ
・３次元点群データ

・・・・・・

アーカイブ

測量データ
・３次元点群データ

・・・・・・

ICT土工データ

LP、ALB点群測量 MMS点群測量 i-Construction

測量データ
・オリジナルデータ
・グラウンドデータ
・オルソ画像

加工データ
・メッシュデータ

・二次加工データ
（検討中）

UAV点群測量

公共測量による3次元点群データ

業務成果等

③保管方法

A事務所

B事務所

C事務所

※国土地理院における保管方法については検討中

サーバ

サーバ
成果品保管庫

測量データ
・・・・

加工データ
・・・・

 成果品として3次元点群データ
を成果品として一定期間保管

 過去データやデータ破損時に
は、国土地理院にデータ提供
を依頼

 現在も公共測量成果等として、点群データ
を収集・管理。

依頼

提供

二次加工
メッシュデータの概略化

（５ｍメッシュ）地理院地図

公共性の高い業務や
研究等への提供

（提供範囲の拡大を検討中）

 公共測量として３次元点群データを保管し、過去データの確実な蓄積を図る。

提出 納品
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